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        は じ め に 

 

 

 

本市では、多様な都市機能が集約され、生涯にわたり誰もが安心して快適に暮らすことのできる

コンパクトで魅力あふれるまちづくりの実現に向け、平成 29 年 3 月に策定した「かごしまコンパ

クトなまちづくりプラン（立地適正化計画）」に基づく各施策を推進しております。 

 

この間、新型コロナウイルス感染症拡大による社会の変化や人口減少・少子高齢化の進行、ＩＣ

Ｔの飛躍的な発展、災害リスクの高まりなど、私たちの暮らしを取り巻く環境は大きく変化してお

り、本市においても、こうした変化に的確に対応しながら、将来にわたり持続可能な都市をつくり

あげ、次の世代へ引き継いでいくことが求められています。 

 

このような中、頻発・激甚化する自然災害への対応や都市の魅力を向上させるため、令和２年に

改正された「都市再生特別措置法」や、令和４年度からスタートした「第六次鹿児島市総合計画」

及び「第二次かごしま都市マスタープラン」を踏まえて、このたび、本プランの改定を行いました。 

 

改定にあたりましては、職住育近接型のまちづくりに向けた「居住環境向上施設」の設定や、都

市の防災に関する機能の確保を図るため「防災指針」を位置づけるなどの見直しを行ったところで

す。 

 

今後も引き続き、これらを踏まえた施策に積極的に取り組みながら、地域特性に応じた都市機能

を備える魅力ある都市空間の形成を図るとともに、安心・安全で歩いて暮らせるコンパクトなまち

づくりを着実に進めてまいります。 

 

結びに、本プランの改定にあたり、ご尽力いただきました「かごしまコンパクトなまちづくりプ

ラン推進協議会」や「都市計画審議会」の委員の皆様をはじめ、貴重なご意見やご協力を賜りまし

た市民並びに関係の皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

令和 6 年 3 月 

鹿児島市長 下鶴 隆央 
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